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令和４年８月 31 日 

ふるさと創生課 



 

○松野町地域公共交通会議設置要綱 

平成20年９月11日 

要綱第18号 

改正 平成21年11月13日訓令第26号 

平成23年９月13日訓令第17―１号 

平成26年８月29日訓令第27号 

平成29年８月８日訓令第37号 

（設置） 

第１条 松野町地域公共交通会議（以下「交通会議」という。）は、道路運送法（昭

和26年法律第183号）の規定に基づき、地域における需要に応じた住民の生活に必

要なバス等の旅客輸送の確保、その他旅客の利便の増進を図り、地域の実情に即し

た輸送サービスの実現に必要となる事項を協議するため設置する。 

（協議事項） 

第２条 交通会議は、次に掲げる事項を協議するものとする。 

(1) 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃、料金等に関する事

項 

(2) 町運営有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関する事項 

(3) 交通会議の運営方法その他交通会議が必要と認める事項 

（交通会議の構成員） 

第３条 交通会議の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者のうちから、町

長が委嘱し、又は任命する。 

(1) 松野町長又はその指名する者 

(2) 一般乗合旅客自動車運送事業者 

(3) 一般貸切（乗用）旅客自動車運送事業者 

(4) 社団法人愛媛県バス協会 

(5) 住民又は利用者の代表 

(6) 国土交通省四国運輸局愛媛運輸支局長が指名する者 

報告第 1号 松野町地域公共交通会議の概要について 



 

(7) 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体 

(8) 道路管理者が指名する者 

(9) 宇和島警察署長が指名する者 

(10) 前各号に掲げる者のほか、町長が特に適当と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の

任期は前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（謝礼） 

第５条 町長は、予算の範囲内で委員に謝礼を支給することができる。ただし、国家

公務員法（昭和22年法律第120号）及び地方公務員法（昭和25年法律第261号）に規

定する者には、支給しない。 

（会長及び副会長） 

第６条 交通会議に会長及び副会長１人を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は、会務を総理し、交通会議を代表する。 

３ 副会長は、会務を補佐し、会長に事故あるとき、又は欠けたときは、その職務を

代理する。 

（会議） 

第７条 交通会議は、会長が招集し、会長は会議の議長となる。 

２ 交通会議は、委員の過半数の出席がなければ開会することができない。 

３ 交通会議の議決の方法は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のとき

は、議長の決するところによる。 

４ 交通会議は、原則として公開とする。ただし、開催日時及び場所、議題、協議の

概要、合意事項等を記載した議事概要の公開をもって、これに代えることができる。 

５ 交通会議は、必要があると認めたときは、委員以外の者を会議に出席させ、若し

くは意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（協議結果の取扱い） 



 

第８条 関係者は、交通会議において協議が調った事項について、その結果を尊重し、

当該事項の誠実な実施に努めるものとする。 

（庶務） 

第９条 交通会議の庶務は、ふるさと創生課において処理する。 

（その他） 

第10条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が交通会議に諮り定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この訓令は、公布の日から施行する。 

（任期の特例） 

２ 最初に委嘱及び任命された委員の任期は、第４条第１項の規定にかかわらず、平

成22年３月31日までとする。 

（招集の特例） 

３ 第７条第１項の規定にかかわらず、この訓令の施行後最初に開かれる交通会議は、

町長が招集する。 

附 則（平成21年11月13日訓令第26号） 

１ この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則（平成23年９月13日訓令第17―１号） 

この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則（平成26年８月29日訓令第27号） 

この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則（平成29年８月８日訓令第37号） 

この訓令は、公布の日から施行する。 

 



報告第２号　松野町コミュニティバスの運行状況について

１　松野町コミュニティバスの概要

　　運行主体：松野町（運行委託先：松野町旅客運送業組合）

　　運行開始：平成16年11月

　　運行路線：目黒循環線（中央診療所　⇔　目黒方面）　　　　　［路線延長：30.7km］

　　　　　　　蕨奥循環線（中央診療所　⇔　蕨生・奥野川方面）　［路線延長：27.8km］

　　　　　　　葛川線　　（松丸　⇔　葛川方面）　　　　　　　　［路線延長：12.0km］

　　　　　　　上家地線　（中央診療所　⇔　上家地方面）　　　　［路線延長：20.8km］

　　運 行 日：月曜日～土曜日（ただし祝祭日、年末年始運休）

　　運行便数：目黒循環線及び蕨奥循環線　１日５便

　　　　　　　上家地線　　　　　　　　　１日３便

　　　　　　　葛川線　　　　　　　　　　１日２便

　　運　　賃：100円（ただし遠距離通学生、利用者に同伴する乳幼児１名、障がい者は無料）

　　車　　両：14人乗りバス２台、10人乗り普通自動車１台

２　乗車人数の推移 （人）

年度

路線

※令和４年度は６月末時点

３　収支状況

年度

収支

使用料

補助金

委託料

維持管理費

※令和４年度は６月末時点

蕨 奥 循 環 線

葛 川 線

上 家 地 線

合　計

4,651

837

1,565

12,261

目 黒 循 環 線

歳入

歳出

歳出－歳入

2,943,000

3,829,600

12,312,000

4,621,830

16,933,830

13,104,230

886,600

（一般会計）
13,581,622 13,748,383 14,046,869

令和４年度

655

618

225

433

1,931

令和３年度

2,512

2,533

848

1,565

7,458

2,994,000

令和２年度

2,552

2,614

636

1,206

7,008

平成30年度

平成30年度 令和元年度 令和２年度

5,208

令和元年度

5,220

3,933

838

1,924

11,915

919,700

2,812,000

495,100

3,731,700

12,709,211

4,604,111

17,313,322 17,251,483

4,279,483

12,972,000

3,503,100

3,008,000

（円）

12,972,000

4,589,969

17,561,969

令和３年度 令和４年度

3,515,100

2,498,986

139,400

139,400

2,162,000

476,386

2,638,386

521,100



４　令和４年度曜日別利用者数（４月～６月末）

年度

路線

112 91 118 103 142 89

123 102 110 97 125 61

48 57 24 29 45 22

89 87 64 66 96 31

372 337 316 295 408 203

５　令和４年度便別利用者数（４月～６月末）

年度

路線

101 203 222 87 42

180 160 120 120 38

136 89

276 95 62

693 547 404 207 80

目 黒 循 環 線

蕨 奥 循 環 線

葛 川 線

上 家 地 線

合計

655

618

225

月 火 水 木 金

目 黒 循 環 線

蕨 奥 循 環 線

葛 川 線

上 家 地 線

合　計

433

1,931

合　計

1便 2便 3便 4便 5便

433

1,931

合計

655

618

225

（人）

（人）

土

0

100

200

300

400

500

1便 2便 3便 4便 5便

目黒循環線

0

100

200

300

400

500

1便 2便 3便 4便 5便

蕨奥循環線

0

100

200

300

400

500

1便 2便

葛川線

0

100

200

300

400

500

1便 2便 3便

上家地線



報告第３号 令和４年度松野町高齢者外出支援事業の実施状況について 

 

１ 松野町高齢者外出支援事業の概要 

(1)実 施 主 体：松野町（平成 30～令和元年度に実証事業を実施し、令和２年度より事業開始） 

(2)助成対象者：自動車運転免許証を自主返納された 65 歳以上高齢者 

        自動車運転免許証の交付を受けていない 65 歳以上の高齢者 

        自動車を所有(使用も含む)していない 65 歳以上の高齢者 

        ※ただし、町内在住者に限る。 

(3)助 成 内 容：タクシー料金 

(4)助 成 金 額：１回の乗車につきタクシー料金の半額を超えない金額 

(5)助成限度額：24,000 円／年（2,000 円×申請月から 3月までの月数） 

(6)利 用 区 間：松野町内に限る 

(7)利用券額面：1 枚 100 円 

 

２ 事業実績 

 (1)地区別申請者数及び交付枚数 

 令和３年度 令和４年度 

申請者数 交付枚数 申請者数 交付枚数 

松 丸 12 人 2,440 枚 10 人 2,140 枚 

延野々 4 人 630 枚 4 人 760 枚 

豊 岡 8 人 1,460 枚 10 人 1,660 枚 

富 岡 8 人 1,620 枚 9 人 1,290 枚 

上家地 2 人 400 枚 3 人 520 枚 

目 黒 8 人 1,820 枚 7 人 1,360 枚 

吉 野 34 人 6,480 枚 35 人 7,250 枚 

蕨 生 12 人 2,145 枚 12 人 1,880 枚 

奥野川 11 人 2,620 枚 9 人 2,160 枚 

合 計 99 人 19,615 枚 99 人 19,020 枚 

利用枚数 － 6,155 枚 － 1,940 枚 

利用率 － 31.38% － 10.33% 

※令和４年度は７月末時点 

(2)年齢別申請者数 

 65～69 歳 70～74 歳 75～79 歳 80～84 歳 85 歳以上 合計 

令和３年度 ４人 ５人 12 人 26 人 52 人 99 人 

令和４年度 ３人 ９人 ８人 24 人 55 人 93 人 

※令和４年度は７月末時点 

 

（参考：令和４年４月１日時点の松野町の人口等） 

総人口 65 歳～69 歳 70 歳以上 

3,725 人 358 人 1,379 人 

 



協議第１号 松野町コミュニティバスの更新登録について 

 

１ 現在の登録状況 

法 的 根 拠 道路運送法第 79 条（自家用有償旅客運送） 

種 別 市町村運営有償運送（交通空白輸送） 

登 録 番 号 四愛市交第 12 号 

有 効 期 間 令和元年 10 月１日から令和４年９月 30 日 

名称、住所、代表者 松野町 愛媛県北宇和郡松野町大字松丸 343 番地 

松野町長 坂本 浩 

路 線 １ 起点：松野町大字延野々1406-4 先 

  終点：松野町大字延野々1406-4 先   

主たる経過地：富岡  30.7 ㎞ 

２ 起点：松野町大字延野々1406-4 先 

  終点：松野町大字延野々1406-4 先 

  主たる経過地：吉野  27.8 ㎞ 

３ 起点：松野町大字松丸 195 先 

  終点：松野町大字吉野 4036-1 先 

  主たる経過地：吉野  12.0 ㎞ 

４ 起点：松野町大字延野々1406-4 先 

  終点：松野町大字延野々1406-4 先 

  主たる経過地：富岡、上家地  20.8 ㎞ 

 

２ 更新登録の手続き 

 

  地域公共交通会議・・・更新の合意 

 

        「地域公共交通会議においての協議が調ったことを証する書類」の送付 

 

 

       更新登録の申請（交通会議の証書を添付） 

松 野 町                         運輸支局…審査 

       登録の通知（有効期間３年：R7.9.30 まで） 

 

 

 



協議第２号 松野町地域公共交通計画の作成について 

 

１ 計画作成の目的 

  少子高齢化・過疎化等に伴い公共交通機関の利用者が減少する中、コミュニティバスに

おいては、路線や運行時刻を変更することで住民の利便性を確保してきたところではある

が、貨客混載調査結果にもあるように、今後、公共交通を維持していくためには、貨客混載

やデマンドバスの検討も必要ではあるが、他の公共交通機関及び地域との連携を踏まえた

対応が重要であることから、関係者が課題や目標を共有し、協働して松野町にあった公共

交通を持続させていく方針等を明確にさせるために作成するものである。 

 

【参考：地域公共交通の活性化及び再生に関する法律】 

第五条 地方公共団体は、基本方針に基づき、国土交通省令で定めるところにより、市町村にあっては単独で

又は共同して、都道府県にあっては当該都道府県の区域内の市町村と共同して、当該市町村の区域内につい

て、地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資する地域公共交通の活性化及び再生を推進するた

めの計画（以下「地域公共交通計画」という。）を作成するよう努めなければならない。 

 

２ 計画作成の手順等 

 (1)計画作成手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国土交通省｢地域公共交通計画等の作成と運用の手引き｣より抜粋 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国土交通省｢地域公共交通計画等の作成と運用の手引き｣より抜粋 

(2)計画策定時期 

   令和５年度中 

 

３ 計画対象区域 

  松野町全域 

 

４ 法定協議会の設置と構成 

 (1)法定協議会の設置 

   新たに法定協議会を設置するのではなく、道路運送法の規定に基づき設置している本協

議会を活用し、交通計画を作成していくうえで必要な者を新たに委員に加える。 

 

【参考：地域公共交通の活性化及び再生に関する法律】 

第六条 地域公共交通計画を作成しようとする地方公共団体は、地域公共交通計画の作成及び実施に関し必

要な協議を行うための協議会（以下この章において「協議会」という。）を組織することができる。 

２ 協議会は、次に掲げる者をもって構成する。 

一 地域公共交通計画を作成しようとする地方公共団体 

二 関係する公共交通事業者等、道路管理者、港湾管理者その他地域公共交通計画に定めようとする事業

を実施すると見込まれる者 

三 関係する公安委員会及び地域公共交通の利用者、学識経験者その他の当該地方公共団体が必要と認め

る者 

  

    

        

 

 

※国土交通省｢地域公共交通計画等の作成と運用の手引き｣より抜粋 

  



 (2)委員として新たに加える者 

   ・国土交通省四国運輸局愛媛運輸支局長が指名する者 ※総務・企画観光部門 首席運輸企画専門官を想定 

     ・鉄道事業者 ※ＪＲ四国を想定 

・愛媛県南予地方局長が指名する者 ※南予地方局地域政策課長を想定 

   ・学識経験者 ※大学の教授等を想定 

   ・松野町保健福祉課長 ※医療・福祉の送迎関係 

   ・松野町教育課長 ※スクールバス関係 

   ・松野町総務課長 ※コミュニティバスの運行管理責任者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国土交通省｢地域公共交通計画等の作成と運用の手引き｣より抜粋 



４ 計画作成に係る費用 

  調査費用（協議会開催等の事務費等を含む） 

  補助金：地域公共交通確保維持改善事業費補助金 

      ※地域公共交通調査事業（補助率１／２ 上限 500 万円） 

      ※申請者：法定協議会 

   

 【参考：地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱】 

（定義等） 

第２条 この要綱において、次に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところによる。 

七 「地域公共交通調査事業」とは、次のいずれかに掲げる事業をいう。 

イ 地域公共交通確保維持事業又は地域公共交通バリア解消促進等事業による補助を受けようとする事

業について定める生活交通確保維持改善計画等の計画を策定するために必要な調査を行う事業（ロ、

次号イ及び第九号イに掲げるものを除く。） 

ロ 地域公共交通計画を策定するために必要な調査を行う事業 

（協議会） 

第３条 前条第１項第一号の協議会は、以下の者によって構成される。 

一 関係する都道府県又は市区町村 

二 関係する交通事業者又は交通施設管理者等 

三 地方運輸局（神戸運輸監理部及び沖縄総合事務局を含む。以下「地方運輸局等」という。）又は地方

航空局 

四 その他地域の生活交通の実状、その確保・維持・改善の取組に精通する者等協議会が必要と認める者 

２ 第２編第１章の陸上交通に係る地域公共交通確保維持事業に係る地域公共交通計画を作成する都道府県

又は市町村が組織する活性化法第６条第１項に規定する協議会（以下「活性化法法定協議会」という。）

にあっては、地域間幹線系統は地域間のみならず地域内の生活交通の機能を有すること、地域内フィーダ

ー系統は地域間幹線系統と一体として地域の生活交通ネットワークを形成するものであることから、これ

らを踏まえ、的確かつ効果的な計画の策定が可能となるよう関係する都道府県及び市区町村がともに参加

すること。 

３ 第２編第２章の離島航路に係る地域公共交通確保維持事業に係る生活交通確保維持改善計画（当該計画

に代えて策定される離島航路確保維持計画を含む。）を策定する協議会にあっては、離島航路が地域の幹

線交通であるとともに生活交通であることから関係する都道府県及び市町村がともに参加すること。 

４ 地方運輸局等及び地方航空局は、生活交通確保維持改善計画の策定に必要な助言等を行う。 

５ 協議会は、補助対象事業ごとに補助対象事業について評価を行い、その結果について地方運輸局又は地

方航空局の長に報告しなければならない。 

 

第４編地域公共交通調査等事業 

第１章地域公共交通調査事業 

第１節地域公共交通計画策定事業 

（補助対象事業者） 

第１０６条 本節における補助対象事業者は、活性化法法定協議会とする。 

（交付の対象等） 

第１０７条 大臣は、第２条第１項第七号イ及びロに掲げる計画（次の各号に掲げる要件を満たす場合に限

る。）の策定調査の実施に必要な経費のうち、補助金交付の対象として大臣が認める経費（以下この節にお



いて「補助対象経費」という。）について、予算の範囲内において補助対象事業者に対して補助金を交付す

る。 

一 地域公共交通計画に、地域旅客運送サービスについての利用者の数、収支、費用に係る国又は地方公

共団体の支出の額その他の定量的な目標値を記載し、当該目標値と実績値を比較して当該計画の達成状

況の評価を行うこと。 

二 活性化法法定協議会の構成員であって、都市再生特別措置法第８１条第１項に規定する立地適正化計

画を作成していない市町村にあっては、立地適正化計画の作成を検討すること。 

２ 補助対象経費及び補助率については、別表２５のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 

１．補助対象経費には、土地の取得に要する費用を除く。 

２．補助対象経費に係る消費税のうち、仕入控除を行う場合における仕入れ控除の対象となる消費税相当分に

ついては、補助対象としないものとする。 

また補助対象経費に係る消費税のうち、一部又は全部について仕入控除ができない場合は、その旨を記し

た理由書を申請書に添付し、補助対象経費に係る消費税相当額も補助対象とするものとする。上記により消

費税相当額を含めて補助対象経費とした場合は、様式第５－１４に当該補助対象事業完了年度の消費税の確

定申告書等を添付して提出するものとする。 

３．（※）地域公共交通協働トライアル推進事業は、交通圏全体を見据えた持続可能な地域公共交通ネットワー

クの実現に向け、都道府県と複数の市町村を構成員に含む活性化法法定協議会が主体となった協働による取

組を行う事業であって、次に掲げる要件を満たすものをいう。この場合、補助対象事業者は、都道府県及び

複数の市町村を構成員に含む活性化法法定協議会に限る。 



イ 地域公共交通計画に、地域旅客運送サービスについての利用者の数、収支、費用に係る国又は地方公共

団体の支出の額に加え、広域移動手段の確保、地域内交通と地域間交通との円滑な接続の確保等の観点か

らの目標値その他の定量的な目標値を記載すること。 

ロ 交通圏全体で、利用者の利便性を向上し、効果的・効率的な地域公共交通ネットワークの実現を図るた

め、地域公共交通ネットワークの再構築や、地方公共団体と交通事業者との役割分担の見直しについて検

討し、地域公共交通計画に、路線等ごとの役割や運営のあり方を明確に記載すること。 

ハ 地域公共交通計画に、都道府県及び複数の市町村の協働に関わる、組織・体制、費用負担その他の具体

的な事項を記載すること。  



協議第３号 松野町地域公共交通会議設置要綱の改正について 

 

○松野町地域公共交通会議設置要綱 

平成20年９月11日 

要綱第18号 

改正 平成21年11月13日訓令第26号 

平成23年９月13日訓令第17―１号 

平成26年８月29日訓令第27号 

平成29年８月８日訓令第37号 

（設置） 

第１条 松野町地域公共交通会議（以下「交通会議」という。）は、道路運送法（昭和26年

法律第183号）の規定に基づき、地域における需要に応じた住民の生活に必要なバス等の

旅客輸送の確保、その他旅客の利便の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実

現に必要となる事項を協議するとともに、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律

（平成19年法律第59号）第６条第１項の規定に基づき、地域旅客運送サービスの持続可能

な提供の確保に資する地域公共交通の活性化及び再生を推進するための計画（以下｢交通

計画｣という。）の作成に関する協議をするため設置する。 

（協議事項） 

第２条 交通会議は、次に掲げる事項を協議するものとする。 

(1) 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃、料金等に関する事項 

(2) 町運営有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関する事項 

(3) 交通計画の策定及び変更の協議に関する事項 

(4) 交通計画の策定及び変更に要する経費等に関する事項 

(5) 交通会議の運営方法その他交通会議が必要と認める事項 

（交通会議の構成員） 

第３条 交通会議の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者のうちから、町長が委

嘱し、又は任命する。 

(1) 松野町長又はその指名する者 

(2) 一般乗合旅客自動車運送事業者 

(3) 一般貸切（乗用）旅客自動車運送事業者 

(4) 一般社団法人愛媛県バス協会 

(5) 住民又は利用者の代表 



(6) 国土交通省四国運輸局愛媛運輸支局長が指名する者 

(7) 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体 

(8) 道路管理者が指名する者 

(9) 宇和島警察署長が指名する者 

(10) 鉄道事業者 

(11) 愛媛県南予地方局長が指名する者 

(12) 学識経験者 

(13) 松野町保健福祉課長 

(14) 松野町教育課長 

(15) 松野町総務課長 

(16) 前各号に掲げる者のほか、町長が特に適当と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は

前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（謝礼） 

第５条 町長は、予算の範囲内で委員に謝礼を支給することができる。ただし、国家公務員

法（昭和22年法律第120号）及び地方公務員法（昭和25年法律第261号）に規定する者に

は、支給しない。 

（役員） 

第５条 交通会議に次の役員を置き、定数及び選任方法は当該各号に定める。 

 （１） 会長及び副会長 各１人 委員の互選による。 

 （２） 監事 ２人 委員のうちから、会長が指名する。 

２ 会長は、会務を総理し、交通会議を代表する。 

３ 副会長は、会務を補佐し、会長に事故あるとき、又は欠けたときは、その職務を代理す

る。 

４ 監事は、監査の結果を会長に報告しなければならない。 

（会議） 

第６条 交通会議は、会長が招集し、会長は会議の議長となる。 

２ 交通会議は、委員の過半数の出席がなければ開会することができない。 

３ 交通会議の議決の方法は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議



長の決するところによる。 

４ 交通会議は、原則として公開とする。ただし、開催日時及び場所、議題、協議の概要、

合意事項等を記載した議事概要の公開をもって、これに代えることができる。 

５ 交通会議は、必要があると認めたときは、委員以外の者を会議に出席させ、若しくは意

見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（協議結果の取扱い） 

第７条 関係者は、交通会議において協議が調った事項について、その結果を尊重し、当該

事項の誠実な実施に努めるものとする。 

 （経費） 

第８条 交通会議の運営に要する経費は、負担金、補助金、繰越金その他の収入をもって充

てる。ただし、委員への謝礼については、国家公務員法（昭和22年法律第120号）及び地

方公務員法（昭和25年法律第261号）に規定する者には、支給しない。 

 （財務に関する事項） 

第９条 交通会議の予算編成、現金の出納その他財務に関し必要な事項は、会長が別に定め

る。 

（庶務） 

第１０条 交通会議の庶務は、ふるさと創生課において処理する。 

（その他） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が交通会議に諮り定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この訓令は、公布の日から施行する。 

（任期の特例） 

２ 最初に委嘱及び任命された委員の任期は、第４条第１項の規定にかかわらず、平成22年

３月31日までとする。 

（招集の特例） 

３ 第７条第１項の規定にかかわらず、この訓令の施行後最初に開かれる交通会議は、町長

が招集する。 

附 則（平成21年11月13日訓令第26号） 

１ この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則（平成23年９月13日訓令第17―１号） 



この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則（平成26年８月29日訓令第27号） 

この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則（平成29年８月８日訓令第37号） 

この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則（令和４年 月 日訓令第 号） 

この訓令は、公布の日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

松野町地域公共交通会議設置要綱(平成20年要綱第18号)新旧対照表 

現行 改正後（案） 

○松野町地域公共交通会議設置要綱 ○松野町地域公共交通会議設置要綱 

平成20年9月11日 平成20年9月11日 

要綱第18号 要綱第18号 

改正 平成21年11月13日訓令第26号 改正 平成21年11月13日訓令第26号 

平成23年9月13日訓令第17―1号 平成23年9月13日訓令第17―1号 

平成26年8月29日訓令第27号 平成26年8月29日訓令第27号 

平成29年8月8日訓令第37号 平成29年8月8日訓令第37号 

(設置) (設置) 

第1条 松野町地域公共交通会議(以下「交通会議」という。)は、道路運送法

(昭和26年法律第183号)の規定に基づき、地域における需要に応じた住民の

生活に必要なバス等の旅客輸送の確保、その他旅客の利便の増進を図り、地

域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議するため設置

する。 

第1条 松野町地域公共交通会議(以下「交通会議」という。)は、道路運送法

(昭和26年法律第183号)の規定に基づき、地域における需要に応じた住民の

生活に必要なバス等の旅客輸送の確保、その他旅客の利便の増進を図り、地

域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議するととも

に、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成19年法律第59号）第

６条第１項の規定に基づき、地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保

に資する地域公共交通の活性化及び再生を推進するための計画（以下｢交通

計画｣という。）の作成に関する協議をするため設置する。 

(協議事項) (協議事項) 

第2条 交通会議は、次に掲げる事項を協議するものとする。 第2条 交通会議は、次に掲げる事項を協議するものとする。 

(1) 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃、料金等に関す

る事項 

(1) 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃、料金等に関す

る事項 

(2) 町運営有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関する事項 (2) 町運営有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関する事項 



 

現行 改正後（案） 

(3) 交通会議の運営方法その他交通会議が必要と認める事項 
(3) 交通計画の策定及び変更の協議に関する事項 

(4) 交通計画の策定及び変更に要する経費等に関する事項 

(5) 交通会議の運営方法その他交通会議が必要と認める事項 

(交通会議の構成員) (交通会議の構成員) 

第3条 交通会議の委員(以下「委員」という。)は、次に掲げる者のうちから、

町長が委嘱し、又は任命する。 

第3条 交通会議の委員(以下「委員」という。)は、次に掲げる者のうちから、

町長が委嘱し、又は任命する。 

(1) 松野町長又はその指名する者 (1) 松野町長又はその指名する者 

(2) 一般乗合旅客自動車運送事業者 (2) 一般乗合旅客自動車運送事業者 

(3) 一般貸切(乗用)旅客自動車運送事業者 (3) 一般貸切(乗用)旅客自動車運送事業者 

(4) 社団法人愛媛県バス協会 (4) 一般社団法人愛媛県バス協会 

(5) 住民又は利用者の代表 (5) 住民又は利用者の代表 

(6) 国土交通省四国運輸局愛媛運輸支局長が指名する者 (6) 国土交通省四国運輸局愛媛運輸支局長が指名する者 

(7) 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体 (7) 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体 

(8) 道路管理者が指名する者 (8) 道路管理者が指名する者 

(9) 宇和島警察署長が指名する者 (9) 宇和島警察署長が指名する者 

(10) 前各号に掲げる者のほか、町長が特に適当と認める者 
(10) 鉄道事業者 

(11) 愛媛県南予地方局長が指名する者 

(12) 学識経験者 

(13) 松野町保健福祉課長 



 

現行 改正後（案） 

(14) 松野町教育課長 

(15) 松野町総務課長 

(16) 前各号に掲げる者のほか、町長が特に適当と認める者 

(任期) (任期) 

第4条 委員の任期は、2年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委

員の任期は前任者の残任期間とする。 

第4条 委員の任期は、2年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委

員の任期は前任者の残任期間とする。 

2 委員は、再任されることができる。 2 委員は、再任されることができる。 

(謝礼) (削除) 

第5条 町長は、予算の範囲内で委員に謝礼を支給することができる。ただ

し、国家公務員法(昭和22年法律第120号)及び地方公務員法(昭和25年法律第

261号)に規定する者には、支給しない。 

 

(会長及び副会長) (役員) 

第6条 交通会議に会長及び副会長1人を置き、委員の互選により定める。 第5条 交通会議に次の役員を置き、定数及び選任方法は当該各号により定め

る。 

(1) 会長及び副会長 各１人 委員の互選による。 

(2) 監事 ２人 委員のうちから、会長が指名する。 

2 会長は、会務を総理し、交通会議を代表する。 2 会長は、会務を総理し、交通会議を代表する。 

3 副会長は、会務を補佐し、会長に事故あるとき、又は欠けたときは、その

職務を代理する。 

3 副会長は、会務を補佐し、会長に事故あるとき、又は欠けたときは、その

職務を代理する。 

4 監事は、監査の結果を会長に報告しなければならない。 

(会議) (会議) 



 

現行 改正後（案） 

第7条 交通会議は、会長が招集し、会長は会議の議長となる。 第6条 交通会議は、会長が招集し、会長は会議の議長となる。 

2 交通会議は、委員の過半数の出席がなければ開会することができない。 2 交通会議は、委員の過半数の出席がなければ開会することができない。 

3 交通会議の議決の方法は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数

のときは、議長の決するところによる。 

3 交通会議の議決の方法は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数

のときは、議長の決するところによる。 

4 交通会議は、原則として公開とする。ただし、開催日時及び場所、議題、

協議の概要、合意事項等を記載した議事概要の公開をもって、これに代える

ことができる。 

4 交通会議は、原則として公開とする。ただし、開催日時及び場所、議題、

協議の概要、合意事項等を記載した議事概要の公開をもって、これに代える

ことができる。 

5 交通会議は、必要があると認めたときは、委員以外の者を会議に出席さ

せ、若しくは意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

5 交通会議は、必要があると認めたときは、委員以外の者を会議に出席さ

せ、若しくは意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

(協議結果の取扱い) (協議結果の取扱い) 

第8条 関係者は、交通会議において協議が調った事項について、その結果を

尊重し、当該事項の誠実な実施に努めるものとする。 

第7条 関係者は、交通会議において協議が調った事項について、その結果を

尊重し、当該事項の誠実な実施に努めるものとする。 

(経費) 

第8条 交通会議の運営に要する経費は、負担金、補助金、繰越金その他の収

入をもって充てる。ただし、委員への謝礼については、国家公務員法（昭和

22年法律第120号）及び地方公務員法（昭和25年法律第261号）に規定する者

には、支給しない。 

(財務に関する事項) 

第9条 交通会議の予算編成、現金の出納その他財務に関し必要な事項は、会

長が別に定める。 

(庶務) (庶務) 

第9条 交通会議の庶務は、ふるさと創生課において処理する。 第10条 交通会議の庶務は、ふるさと創生課において処理する。 

(その他) (その他) 



 

現行 改正後（案） 

第10条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が交通会議に諮り

定める。 

第11条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が交通会議に諮り

定める。 

附 則 附 則 

(施行期日) (施行期日) 

1 この訓令は、公布の日から施行する。 1 この訓令は、公布の日から施行する。 

(任期の特例) (任期の特例) 

2 最初に委嘱及び任命された委員の任期は、第4条第1項の規定にかかわら

ず、平成22年3月31日までとする。 

2 最初に委嘱及び任命された委員の任期は、第4条第1項の規定にかかわら

ず、平成22年3月31日までとする。 

(招集の特例) (招集の特例) 

3 第7条第1項の規定にかかわらず、この訓令の施行後最初に開かれる交通会

議は、町長が招集する。 

3 第6条第1項の規定にかかわらず、この訓令の施行後最初に開かれる交通会

議は、町長が招集する。 

附 則(平成21年11月13日訓令第26号) 附 則(平成21年11月13日訓令第26号) 

1 この訓令は、公布の日から施行する。 1 この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則(平成23年9月13日訓令第17―1号) 附 則(平成23年9月13日訓令第17―1号) 

この訓令は、公布の日から施行する。 この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則(平成26年8月29日訓令第27号) 附 則(平成26年8月29日訓令第27号) 

この訓令は、公布の日から施行する。 この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則(平成29年8月8日訓令第37号) 附 則(平成29年8月8日訓令第37号) 

この訓令は、公布の日から施行する。 この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則(令和4年 月 日訓令第 号) 

この訓令は、公布の日から施行する。 



○松野町地域公共交通会議委員名簿（R4.8.31 時点） 

 

新委員への就任依頼を予定している者 

 

事務局 

松野町ふるさと創生課 課長 井上 靖 

松野町ふるさと創生課 主事 𠮷原 宏樹 

区     分 氏   名 摘     要 

１号 松野町長が指名する者 八十島 温夫 松野町副町長 

２号 一般乗合旅客自動車運送事業者 田中 勝久 宇和島自動車㈱ 営業課長 

３号 
一般貸切(乗用)旅客自動車運送 

事業者 

岡  力 ㈲松野タクシー 

長谷川 喜之 伊予吉野生タクシー㈲ 

４号 一般社団法人愛媛県バス協会 稲荷 和重 専務理事 

５号 住民の代表者 

井上 六廣 松丸区長 

岡村 勝 延野々区長 

中脇 優 豊岡後区長 

毛利 達晴 豊岡前区長 

須田 正文 富岡区長 

濱田 章二 上家地区長 

竹内 義富 目黒区長 

小西 敏文 吉野区長 

岡本 仁志 蕨生区長 

西村 正人 奥野川区長 

６号 
国土交通省四国運輸局愛媛運輸 

支局長が指名する者 
一色 利彦 首席運輸企画専門官 

７号 

一般旅客自動車運送事業者の 

事業用自動車の運転者が組織 

する団体 

高瀬 康文 
宇和島自動車労働組合 

執行委員長 

８号 道路管理者が指名する者 
町田 一益 

愛媛県南予地方局建設部 

建設企画課長 

谷口 健二 松野町建設環境課長 

９号 宇和島警察署長が指名する者 神野 圭一 宇和島警察署交通課長 

６号 
国土交通省四国運輸局愛媛運輸 

支局長が指名する者 
菊池 勝二 首席運輸企画専門官 

10 号 鉄道事業者 窪 仁志 ＪＲ四国愛媛企画部長 

11 号 愛媛県南予地方局長が指名する者 須山 広周 南予地方局地域政策課長 

12 号 学識経験者 松村 暢彦 愛媛大学社会共創学部教授 

13 号 松野町保健福祉課長 瀧本 美樹 医療・福祉の送迎関係 

14 号 松野町教育課長 森本 秀行 スクールバス関係 

15 号 松野町総務課長 友岡 純 コミュニティバスの 

運行管理責任者 

協議第４号 松野町地域公共交通会議の新委員の就任依頼について 



住民へのアンケート調査の概要（計画案） 

 

【目的】 

 松野町地域公共交通計画の策定にあたり、松野町の公共交通の現状、課題、ニーズ

等をあらかじめ把握するため。 

 

【時期・期間】 

 令和４年 11 月頃の１か月間を想定。 

 ※準備状況によって、多少前後する可能性あり。 

  結果の集計に多大な時間を要すると想定されることから、準備が完了しだい開始

する予定。（調査期間は１か月間を確保。） 

 

【アンケート内容】 

 別紙アンケート表参照。 

 

【方法・調査対象】 

松野町全域の住民からランダムに抽出した 1,000 世帯にアンケート票を郵送し、回

答を郵送してもらう。（回答の郵送方法は郵便局の料金受取人払による郵送を活用。） 

※７月末時点の世帯数：2,008 

 〔根拠〕 

  アンケート調査を実施するにあたり、統計学上、有意*1 とされる回答数は決まっ

てくる。 

  今回のアンケートでは、十分意味があるとされる「許容誤差：5％」*2、「信頼度：

95％」*3の精度で実施予定。 

  この精度の場合、有意な回答数は約 400 となる。回答の回収率を約 40％と仮定す

ると、1,000 は対象とする必要がある。 

  また、別紙アンケート案にもあるように、１世帯４人まで回答できる形式にして

おり、仮に回答の得られる世帯数が少なくとも、一定の人数は確保できると考え

ている。 

   

  ＊１：偶然ではなく必然である（意味がある）可能性があると推測されること。 

  ＊２：抽出した 1,000 世帯のうち 90％の世帯が「良かった」と回答した場合、町

全体の世帯の 85％～95％（90％±5％）の世帯が「良かった」ということ。 

  ＊３：100 回のアンケートを行ったら、95 回は許容誤差の範囲内に収まるという

こと。 

 

   （参考）https://trim-site.co.jp/faq/qa01 

 

【抽出方法】 

 住基ネットのデータからランダムで抽出する。 

協議第５号 松野町地域公共交通計画に係る住民へのアンケート調査



8月下旬

9月上旬

9月中旬

9月下旬

10月上旬

10月中旬

10月下旬

11月上旬

11月中旬

11月下旬

12月上旬

12月中旬

12月下旬

1月上旬

1月中旬

1月下旬

2月上旬

2月中旬

2月下旬

3月上旬

3月中旬

3月下旬

4月上旬

4月中旬

4月下旬

5月上旬

5月中旬

5月下旬

6月上旬

6月中旬

6月下旬

地域公共交通計画の策定作業想定スケジュール（業者との契約まで）

【住民アンケート調査実施】

【住民アンケート案の精査】

①委員の意見の集約〔〆9/14（水）〕

②修正後案の打ち返し 【見積依頼】

・地域公共交通確保維持改善事業費補助金の事前要望調査

及び令和５年度当初予算編成の積算資料

として、民間業者数社から計画策定に係る見積を依頼する

※住民アンケートの実施及び集計は町で実施、

分析等は業者依頼予定のため、見積に反映させる

【住民アンケートの送付作業】

※精査に係る予備期間も兼ねる

【地域公共交通確保維持改善事業費補助金】

・内定通知

（昨年度：３月上旬）

【地域公共交通確保維持改善事業費補助金】

・交付申請

（昨年度：５月中旬）

【地域公共交通確保維持改善事業費補助金】

・交付決定

（昨年度：５月下旬）

【プロポーザル開始】

・令和５年度当初予算議決後ただちに

【業者との契約】

・交付決定後ただちに

【プロポーザル審査】

・業者の決定

【第２回会議開催（案）】

・住民アンケート調査結果共有

・プロポーザルの内容について

・令和５年度当初予算議決後、プロポーザルを開始することへの承諾

・プロポーザル審査委員の選定

・会⾧、副会⾧、監事の選定

・法定協議会の令和４年度予算について

【地域公共交通確保維持改善事業費補助金】

・事前要望調査

【令和５年度当初予算編成】

【住民アンケート調査結果集計】

【委員委嘱】

任期満了に伴う委嘱（委員の任期は令和５年１月末まで）

【第１回会議開催】

・設置要綱改正

・新委員就任依頼

・住民アンケート案の提示

・赤色：法定協議会関係

・緑色：住民アンケート関係

・青色：経費関係

・黄色：ポロポーザル関係

【地域公共交通確保維持改善事業費補助金】

（案）



質問①

部落

質問②

番号 質問 回答者① 回答者② 回答者③ 回答者④

2-1 性別

2-2 年齢

2-3 職業

2-4
自動車運転免許

の有無

2-5 自家用車の所有

送迎をお願いできる人

の有無

2-7
最寄りのバス停をご存

じですか？

2-8

最寄りのバス停までの

距離はどのくらいです

か？

2-9
最寄りのバス停まで移

動できますか？

質問③

番号 質問 回答者① 回答者② 回答者③ 回答者④

3-1
出かける

主な目的

・記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、令和４年〇月〇日（〇）までに郵便ポストへご投函ください。

松野町ɻ公共交通に関する住民アンケート調査票

【ご記入にあたってのお願い】

・ご回答は、この調査票に直接記入してください。

・アンケート調査票には、宛名のご本人の方と、中学生以上の同居のご家族３名までがお答えください。

・ご回答の際には、どの欄（回答者①～④）に誰が記入するかを決めて、該当する順に同じ方がご記入ください。（代筆可）

1. 会社員・公務員・団体職員

2. 自営業（農業・林業含む）

3. アルバイト・パート

4. 学生・生徒

5. 主婦・主夫

6. 無職

7. その他

【調査に関するお問い合わせ】

松野町 ふるさと創生課 吉原

TEL：0895-42-1116 （平日 8：30～17：15）

お住まいの部落名について、お答えください。

※ご家族のうち、どなたかお一人が代表してお答えください。

世帯（ご家族）の皆様のことについて、お答えください。

※全員お答えください。回答欄には、ご家族お一人ずつご記入ください。

（該当するものを１つ選択肢の数字をご記入ください。）

選択肢

1. 男性  2. 女性  3. 答えたくない

1. 10代  2. 20代  3. 30代

4. 40代  5. 50代  6. 60代

7. 70代  8. 80代以上

1. 通勤  2. 通学  3. 通院  4. 買い物

5. 送迎  6. 余暇  7. 手続き（銀行・役場等）

8. その他（具体的に）

1. 持っている（65歳未満）

2. 持っている（65歳以上で自主返納を検討している）

3. 持っている（65歳以上で自主返納を検討していない）

4. 持っていない（65歳未満）

5. 持っていない（65歳以上で自主返納した）

6. 持っていない（65歳以上）
1. 自分専用の自動車がある

2. 家族共用の自動車がある

3. 持っていない

2-6
「【2-4】で持っていない」及び「【2-5】で持っていない」と回答した方のみ

1. いる

2. いない
1. 知っている

2. 知らない

1. 200ｍ未満  2. 200-399ｍ  3. 400-799ｍ

4. 800-999ｍ  5. 1000ｍ以上

1. 行くことができる

2. 行くことができない

普段の生活での外出（通勤・通学・通院・買い物等）について、お答えください。
※全員お答えください。回答欄には、ご家族お一人ずつご記入ください。

※最もよく出かける外出先（１箇所）について、お答えください。

 （該当するものを１つ選択肢の数字をご記入ください。）
選択肢

（案）



3-3 出かける頻度

3-4
目的地までの

移動手段

3-5

タクシー利用券（高齢

者外出支援事業）を活

用していますか？

質問④

番号 質問 回答者① 回答者② 回答者③ 回答者④

4-1
コミバスを利用したこ

とがありますか？
（１つ目） （１つ目） （１つ目） （１つ目）

（２つ目） （２つ目） （２つ目） （２つ目）

（３つ目） （３つ目） （３つ目） （３つ目）

（１つ目） （１つ目） （１つ目） （１つ目）

（２つ目） （２つ目） （２つ目） （２つ目）

（３つ目） （３つ目） （３つ目） （３つ目）

a. 自宅からバス停までの距離

b. 運行時間帯

c. 運行日（日・祝祭日運休）

d. 運賃（100円）

e. 運行ルート

f. 運行本数

g. JR予土線への接続

h. 宇和島バスへの接続

i. 全体的な満足度

1. 利用したことがない ⇒ 【4-2】へ

2. 利用したことがある ⇒ 【4-3】へ

3-2 目的地
1. 町内  2. 町外（市町名を記入）

具体的な施設名称を１つご記入ください。

（例）役場、中央診療所、〇〇スーパー 等
1. ほぼ毎日（週6-7日）  2. 週4-5日程度

3. 週2-3日程度      4. 週１回程度

5. 月数回程度        6. 年数回程度

  1. JR四国（予土線）  2. 宇和島自動車（バス）

  3. タクシー         4. コミュニティバス

  5. 自動車（運転）   6. 自動車（送迎）

  7. バイク、原付    8. 自転車

  9. 目的施設の送迎    10. 徒歩

11. その他

※複数の交通機関を組み合わせ、目的地に行く場合

 （例）JCHO宇和島病院：4→1→2 等

3-4で「3. タクシー」を選択された65歳以上の方で以下に当てはまる方のみお答えください。

・自動車運転免許証を自主返納した方

・同免許証の交付を受けていない方

・自動車を所有していない方

1. 活用している  2. 活用していない

松野町コミュニティバス「森の国バス」（以下、「コミバス」とする）についてお答えください。
※全員お答えください。回答欄には、ご家族お一人ずつご記入ください。

（該当するものを１つ選択肢の数字をご記入ください。）
選択肢

4-2

コミバスを利用してい

ない理由は何ですか？

（該当するもの３つまで選択

可）

1. 乗り降りしたい場所で乗り降りできないから

2. 利用したい時間帯に運行していないから

3. バスの便数が少ないから

4. バス停まで行くのが大変だから

5. バス路線、バス停、運行時間が分からないから

6. 目的地まで移動するのに、遠回りするから

7. 料金が高いから

8. 他の移動手段があるから

9. バス路線がないから

10. その他（具体的に）

                  ⇒【5-1】へ

4-3

コミバスを利用した理

由は何ですか？

（該当するもの３つま

で選択可）

1. 乗り降りしたい場所で乗り降りできるから

2. 利用したい時間帯に運行しているから

3. バスの便数に不都合がないから

4. バス停まで行くのが容易だから

5. バス路線、バス停、運行時間が分かりやすいから

6. 目的地まで移動するのに、使いやすいから

7. 料金が安いから

8. 他の移動手段が無いから

9. その他（具体的に）

4-5

コミバスの各項目（a-

i）についてどの程度満

足していますか？

1. 満足

2. やや満足

3. やや不満

4. 不満



質問⑤

番号 質問 回答者① 回答者② 回答者③ 回答者④

（具体的な案） （具体的な案） （具体的な案） （具体的な案）

質問⑥

番号 質問 回答者① 回答者② 回答者③ 回答者④
（１つ目） （１つ目） （１つ目） （１つ目）

（具体的施設名称を記入） （具体的施設名称を記入） （具体的施設名称を記入） （具体的施設名称を記入）

（２つ目） （２つ目） （２つ目） （２つ目）

（具体的施設名称を記入） （具体的施設名称を記入） （具体的施設名称を記入） （具体的施設名称を記入）

（３つ目） （３つ目） （３つ目） （３つ目）

（具体的施設名称を記入） （具体的施設名称を記入） （具体的施設名称を記入） （具体的施設名称を記入）

6-2
利用頻度

（該当するもの１つ選択）
（１つ目） （１つ目） （１つ目） （１つ目）

（２つ目） （２つ目） （２つ目） （２つ目）

4-6

コミバスの「最も満

足」している項目と

「最も不満」な項目は

何ですか？

また、選んだ理由もご

記入ください。

a. 自宅からバス停までの距離

b. 運行時間帯

c. 運行日（日・祝祭日運休）

d. 運賃（100円）

e. 運行ルート

f. 運行本数

g. JR予土線への接続

h. 宇和島バスへの接続

最も不満

（理由） （理由） （理由） （理由）

最も満足

（理由） （理由） （理由） （理由）

今後の公共交通について、お答えください。

松野町の公共交通については、町外へは宇和島市までを結ぶ「JR予土線」及び「宇和島バス」、町内には「コミバス」が運行している他、タクシー事業

者による輸送サービスがあります。

今後、新しい公共交通も含めた松野町の公共交通について、ご意見をお聞かせください。

※全員お答えください。回答欄には、ご家族お一人ずつご記入ください。
選択肢

5-1

今後の公共交通につい

て、どのようなことが

考えられますか？

1. コミバスの運行本数を変える

2. コミバスの運行路線・ルートを変える

3. コミバスの運行ルートを変える

4. コミバスの運行時間を延ばす

5. バス停を増やす

6. 新しい公共交通（デマンド交通等）を導入する

7. タクシー利用券の一人当たりの枚数を変える

8. その他（具体的に）

9. 特になし

1. ほぼ毎日（週6-7日）  2. 週4-5日程度

3. 週2-3日程度      4. 週１回程度

5. 月数回程度        6. 年数回程度

6-3
利用時間

（該当するもの１つ選択）

1.  6時-7時台     2.   8時-9時台

3. 10時-13時台  4. 14時-17時台

5. 18時-19時台  6. その他（具体的に記入）

今後の公共交通について、お答えください。

公共交通が利用しやすくなったら、それらの公共交通を利用して行きたい場所等についてお教えください。

※全員お答えください。回答欄には、ご家族お一人ずつご記入ください。

（該当するものを１つ選択肢の数字をご記入ください。）

選択肢

6-1

利用目的・行き先

（該当するものを３つまで選

択し、具体の施設名も記

入。）

【通勤】 1. 町内の勤務先  2. 町外の勤務先

【通学】 3. 町内の学校   4. 町外の学校

【通院等】5. 町内の病院   6. 町外の病院

【買い物】7. 町内の商業施設（スーパー等）

     8. 町外の商業施設（スーパー等）

〔その他町内施設〕

【町内施設】  9. 役場

      10. 吉野生支所

      11. 虹の森公園（おさかな館含む）

      12. ぽっぽ温泉

      13. その他（具体的に）

〔その他町外施設〕

【駅（JR予土線）】     9. 松丸駅

【バス停（宇和島バス）】10. 役場前  11. 虹の森公園前


